
デッキ10にあるアトール・プール＆バー。
船尾にプールがあり、航跡を見渡しながら
のんびり過ごせる。5デッキにはダイニン
グと直結した同様のプールも。海を近くに
感じられるスペースが多い船だ

エクスプローラ ジャーニーが提案する

ラグジュアリーの進化系
MSCグループが新たに立ち上げたラグジュアリー船社エクスプローラ ジャーニー。

スタイリッシュで高級ホテルのような広 と々した空間で提案するのは、
この船「エクスプローラⅠ」でしか経験できない、スペシャルな体験。

進化するラグジュアリーを探りつつ、真の贅沢とは何かを考える船旅に出た。
写真・文＝吉田絵里
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ロビー＆ロビーバー。2層吹き抜け
だが、それ以上に広々と感じられる
のは、そのデザイン性の高さゆえか。
朝は寄港地体験ツアーの集合場所
になり、夜は社交場になっていた
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ロ
ビ
ー
バ
ー
の
脇
に
は
、
高
級
ブ
ラ

ン
ド
店
が
並
ん
で
い
た
。
洋
上
初
出
店

と
い
う
ロ
レ
ッ
ク
ス
専
門
店
で
は
、
日

本
で
は
人
気
す
ぎ
て
目
に
す
る
こ
と
が

少
な
い
デ
イ
ト
ナ
な
ど
の
人
気
モ
デ
ル

が
店
頭
に
平
然
と
並
ん
で
い
る
。

そ
の
脇
に
は
デ
ス
ク
が
並
び
、
ホ
ス

ト
が
待
機
す
る
。
大
型
客
船
で
は
し
ば

し
ば
人
の
行
列
が
で
き
る
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
だ
が
、
こ
こ
は
個
々
の
乗
客
に
じ
っ

く
り
向
き
合
う
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い

っ
た
佇
ま
い
。
実
際
、
乗
船
中
に
何
度

か
足
を
運
ん
だ
が
、
待
ち
時
間
は
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
。

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「O

cean State of 
M
ind

」、日
本
語
に
訳
す
な
ら
ば
、「
海

と
の
つ
な
が
り
、
つ
な
が
る
心
」
と
で

も
言
お
う
か
。「
海
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
穏
や
か
に
、
そ
し

て
心
豊
か
に
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
」。

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
セ

ー
ル
ス
担
当
者
は
そ
う
語
り
、
に
こ
や

か
に
笑
っ
た
。

定
員
9
2
2
人
。
船
内
の
ス
ペ
ー
ス
を

広
々
と
確
保
、
乗
客
一
人
当
た
り
の
乗

務
員
の
数
を
手
厚
く
し
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
な
市
場
に
乗
り
込
ん
で
い
っ
た
。

そ
の
独
自
性
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

と
き
か
ら
感
じ
ら
れ
た
。
生
花
で
飾
ら

れ
た
テ
ー
ブ
ル
で
一
人
ず
つ
丁
寧
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
の
手
続
き
を
す
る
。
そ
こ
に

行
列
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
船
内
に

足
を
踏
み
入
れ
る
と
「
ウ
ェ
ル
カ
ム・
ア・

ボ
ー
ド
！
」、
ビ
シ
ッ
と
制
服
を
着
こ

な
し
た
ホ
ス
ト
が
、
に
こ
や
か
に
ウ
ェ
ル

カ
ム
シ
ャ
ン
パ
ン
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。

近
く
に
フ
カ
フ
カ
の
ソ
フ
ァ
が
あ
り
、
客

室
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
ソ
フ
ァ
で
軽

く
一
杯
。
そ
こ
は
使
い
勝
手
の
い
い
船

内
の
カ
フ
ェ
で
、
ど
こ
か
ホ
テ
ル
の
ラ

ウ
ン
ジ
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
。

さ
ら
に
奥
に
進
む
と
天
井
ま
で
ボ
ト

ル
が
並
ん
だ
広
い
吹
き
抜
け
の
「
ロ
ビ

ー
バ
ー
」
が
あ
り
、
そ
の
ゆ
っ
た
り
と

し
た
空
間
の
使
い
方
は
ま
る
で
高
級
ホ

テ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
の
よ
う
。

そ
れ
も
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
、

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
モ
ダ
ン
な
ホ
テ
ル

に
い
る
気
分
だ
。

そ
の
名
前
か
ら
し
て
、
ず
っ
と
気
に

な
っ
て
い
た
。
多
く
の
船
会
社
が

「
〇
〇
〇
ク
ル
ー
ズ
」
と
い
う
名
を
持

つ
な
か
、「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー

ニ
ー
」
と
い
う
船
社
名
か
ら
し
て
、
唯

一
無
二
の
存
在
感
を
放
つ
。

そ
れ
は
単
な
る
ク
ル
ー
ズ
を
提
供
す

る
だ
け
で
は
な
い
、
船
に
乗
っ
て
旅
す

る
経
験
、
す
な
わ
ち
「
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

を
提
供
す
る
も
の
…
…
船
社
名
か
ら
も

そ
ん
な
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

今
回
乗
船
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
「
エ
ク

ス
プ
ロ
ー
ラ
Ⅰ
」
を
運
航
す
る
エ
ク
ス

プ
ロ
ー
ラ 
ジ
ャ
ー
ニ
ー
は
、
地
中
海
を

拠
点
に
す
る
M
S
C
グ
ル
ー
プ
が
、
満

を
持
し
て
運
航
を
始
め
た
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
だ
。M
S
C
グ
ル
ー
プ
と

い
え
ば
世
界
第
一
位
の
規
模
を
誇
る
海

運
会
社
の
ク
ル
ー
ズ
部
門
を
担
っ
て
お

り
、
日
本
発
着
を
行
う
「
M
S
C
ベ
リ

ッ
シ
マ
」
は
多
く
の
日
本
人
を
ク
ル
ー
ズ

に
誘
っ
た
立
役
者
。
そ
ん
な
M
S
C
グ

ル
ー
プ
が
新
た
な
ク
ル
ー
ズ
ラ
イ
ン
を

立
ち
上
げ
た
と
あ
っ
て
、
世
界
中
で
期

待
を
寄
せ
る
人
は
少
な
く
な
い
。
同
船

は
6
万
ト
ン
サ
イ
ズ
の
中
型
で
、
乗
客

コ
ン
セ
プ
ト
は「
海
と
の
つ
な
が
り
」

非
日
常
感
あ
ふ
れ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
空
間

下半分が濃紺に塗られた船体は、どこかクラシカルで正統派の客船といった佇まい。
船内の現代的なインテリアとの対比もいい
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部屋のアメニティもオリ
ジナルもの。香りもよく、
乗客に好評。ショップで
販売もされている

ち
な
み
に
こ
の
船
に
は
ド
レ
ス
コ
ー

ド
は
な
く
、
タ
キ
シ
ー
ド
や
ス
ー
ツ
、

そ
し
て
ド
レ
ス
は
必
要
な
い
。
そ
れ
で

も
お
し
ゃ
れ
な
船
内
だ
け
に
、
デ
ィ
ナ

ー
時
は
や
っ
ぱ
り
お
め
か
し
し
た
く
な

る
し
、
実
際
上
手
に
お
し
ゃ
れ
を
楽
し

ん
で
い
る
乗
客
ば
か
り
だ
っ
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
満
載
の
リ
ゾ
ー
ト

船
内
を
歩
い
て
い
て
思
う
の
が
、
と

に
か
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
洗
練
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
ど
の
空

間
も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
お
り
、
混
雑
と

は
無
縁
だ
と
い
う
こ
と
。

朝
昼
晩
と
お
世
話
に
な
る
ダ
イ
ニ
ン

グ
は
、
色
使
い
は
お
さ
え
ら
れ
て
お
り
、

派
手
さ
は
な
い
。
け
れ
ど
も
上
質
な
イ

ン
テ
リ
ア
に
包
ま
れ
て
、
心
地
よ
い
高

級
感
に
満
た
さ
れ
て
い
る
。

上
部
11
デ
ッ
キ
に
は
屋
根
が
開
閉
式

と
な
っ
た
プ
ー
ル
デ
ッ
キ
が
あ
る
が
、

吹
き
抜
け
の
天
井
は
高
く
、
開
放
感
い

っ
ぱ
い
。
真
夏
の
ク
ル
ー
ズ
で
な
か
っ

た
せ
い
も
あ
る
が
、
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
は

余
る
ほ
ど
あ
り
、
チ
ェ
ア
が
見
つ
か
ら

ず
ウ
ロ
ウ
ロ
…
…
と
い
う
シ
ー
ン
は
皆

無
。
そ
こ
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
満
載
の

リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
雰
囲
気
だ
。
こ
の
屋

内
プ
ー
ル
に
加
え
、
同
船
に
は
実
に
10

カ
所
も
水
に
親
し
め
る
エ
リ
ア
が
あ
る
。

荷
物
を
置
き
に
ま
ず
客
室
に
入
っ
た

と
き
の
印
象
も
や
っ
ぱ
り
「
陸
の
ホ
テ

ル
の
よ
う
」。
ク
ル
ー
ズ
船
は
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
ゆ
え
、
客
室
は
陸
の
ホ
テ

ル
と
比
べ
て
往
々
に
し
て
コ
ン
パ
ク
ト

な
こ
と
が
多
い
。
け
れ
ど
も
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
Ⅰ
の
客
室
は
最
低
で
も
35
平
方

メ
ー
ト
ル
と
、
ホ
テ
ル
と
比
べ
て
も
遜

色
な
い
広
さ
。
ソ
フ
ァ
も
ゆ
っ
た
り
し

て
お
り
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
も
上
質

で
心
地
よ
く
、
誰
も
が
居
心
地
良
く
感

じ
る
は
ず
だ
。

ち
な
み
に
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー

ニ
ー
で
は
客
室
の
こ
と
を「
キ
ャ
ビ
ン
」

と
呼
ば
ず
、「
ス
イ
ー
ト
」
と
呼
ぶ
。
上

質
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
そ
の
言
葉
遣
い

か
ら
も
、同
社
の
哲
学
が
感
じ
ら
れ
る
。

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
船
ら
し
い
と
感
じ

ら
れ
た
の
が
、
客
室
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
だ
。
バ
ス
ル
ー
ム
と
隣

接
し
て
い
る
う
え
に
、
鏡
台
と
イ
ス
も

同
じ
空
間
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
鏡
台
の

中
に
は
、
最
新
鋭
の
ダ
イ
ソ
ン
の
ド
ラ

イ
ヤ
ー
が
き
っ
ち
り
と
収
納
さ
れ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
シ
ャ
ワ
ー
↓
ド
ラ
イ
ヤ

ー
↓
着
替
え
↓
メ
イ
ク
と
い
う
一
連
の

流
れ
が
、
同
じ
空
間
で
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
の
だ
。
特
に
女
性
は
何
か
と
お
め

か
し
す
る
機
会
が
多
い
船
旅
で
、
こ
の

客
室
の
動
線
は
秀
逸
だ
と
感
じ
た
。

客室は全室テラス付きで、最小でも35平方メートル。テラスもゆっ
たりくつろげる広さがある

レジデンスと呼ばれる上級客室はバトラーサービス付き。こちらは
56平方メートルの広さのコーヴレジデンス

海と太陽を近くに感じられる
喧噪とは無縁の、スペーシャスな空間

開閉式の屋根がついた屋
内プール。観葉植物も植
えられ、リゾート感満載。
すぐにドリンクのオーダ
ーもとりにきてくれた
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が
足
り
て
い
る
」
と
い
う
印
象
だ
。

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
の

ホ
ス
ト
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
勤
務
経

験
者
の
み
な
ら
ず
、
高
級
ホ
テ
ル
な
ど

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
業
界
の
経
験
者

が
数
多
く
い
ま
す
。
多
く
の
船
会
社
で

は
中
間
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
入
っ
て
ク

ル
ー
を
派
遣
す
る
形
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
は

直
接
雇
用
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
自

社
で
教
育
を
行
い
、
皆
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
ホ
ス
ト
と
し
て
の

哲
学
を
学
ん
で
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
マ
ー
テ
ィ

ン
氏
だ
。

ち
な
み
に
今
回
の
ク
ル
ー
ズ
の
乗
船

率
は
70
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
。
だ
か
ら
こ

そ
船
内
空
間
も
サ
ー
ビ
ス
も
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
た
。
セ
ー
ル
ス
的
に
も
、
今

後
、
乗
船
率
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
を
目

指
す
の
が
目
標
で
は
な
い
と
い
う
。
さ

ら
に
こ
れ
が
も
し
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
っ
た
場
合
は
、
ホ
ス
ト
の
数
を
増

や
す
場
合
も
あ
る
と
の
こ
と
。

同
社
の
哲
学
で
あ
る
「O

cean State 
of M

ind
（
海
と
の
つ
な
が
り
）」
は
す

な
わ
ち
、
大
海
原
の
よ
う
な
ゆ
っ
た
り

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
精
神
な
の
か
も
し
れ

な
い
│
│
ホ
ス
ト
た
ち
と
接
し
て
い

て
そ
う
思
っ
た
。

カ
フ
ェ
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
も
大
き
な

全
面
窓
が
多
く
、
海
と
太
陽
を
近
く
に

感
じ
ら
れ
る
空
間
が
多
い
。

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
は
ヨ
ッ

ト
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
自
分
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ヨ
ッ

ト
に
い
る
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ

げ
る
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
ミ
ケ
ロ
ッ
ツ
ィ
船

長
。「
そ
の
う
え
で
、
弊
社
は
環
境
に

も
最
大
限
配
慮
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
は
常
に
海
や
自
然
に
つ
い
て
考
え
、

長
く
ク
ル
ー
ズ
を
持
続
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
」。

海
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ホ
ス
ト
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス

こ
う
し
た
上
質
な
空
間
を
演
出
す
る

立
役
者
が
ホ
ス
ト
た
ち
だ
。
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
で
は
彼
ら
を「
ク

ル
ー
」
や「
ス
タ
ッ
フ
」
で
は
な
く「
ホ

ス
ト
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
名
の
通
り
、
乗

客
を
も
て
な
す
の
が
彼
ら
の
役
目
と
明

確
に
位
置
付
け
て
い
る
。

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
Ⅰ
の
船
内
に
、
焦

っ
て
い
る
ホ
ス
ト
は
い
な
い
。
グ
ラ
ス
が

空
に
な
り
そ
う
に
な
る
と
「
お
飲
み
物

は
い
か
が
で
す
か
」
と
速
や
か
に
声
が
か

か
る
。
ナ
プ
キ
ン
が
落
ち
れ
ば
す
ぐ
さ

ま
拾
っ
て
く
れ
る
し
、
と
に
か
く
「
人
手

ブラウンをベースにした重厚感のあるウイスキーバー。日本のウイスキーも並び、まるで自
分が映画の主人公になった気分に

ゴールドに濃紺がマッチしたファンネル部分。上品な雰囲気が漂う。デ
ッキチェアには同色のタオルがきちんと畳んで置かれていた

船首にあるヘリオスプール＆バーは、景色を眺めるのにも最高の場所。このエリア
は大人専用だが、キッズルームもあり、子どももウェルカムな船会社だ

プライベートなパーティーを開けるテーブルも。ワインをインテリアに配した、スタ
イリッシュかつ高級感あふれる空間
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ここだけでしかできない

極上の美食体験
エクスプローラ ジャーニーの最大の特徴のひとつ、それは美食の数々だ。
しかもミシュラン星付きのスターシェフが監修する世界最先端の食体験から、
気軽につまめる寿司までとにかくバリエーション豊富で、それぞれ質が高い。
多彩なダイニングを食べ歩きしてみたい。

ちなみに「エクスプローラⅠ」で予約が必須なのは
ディナー時の「アンソロジー」、そのほか予約推奨は「サクラ」と「マーブル＆Co グリル」。
和食を含めて、好きな時間に好きなダイニングを利用できる気楽さも
リラックスして過ごせるラグジュアリー体験の一環と言えそうだ。
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イタリア各地の美食を
目と口で楽しむ空間

1 丸窓がアクセントになったフランス料理のダイニング「フィルルージュ」  2 デザートのミルフィーユは甘すぎず、パイ生地のサクサク感を存分に楽しめる一品だ
った　 3 前菜だけでも6種類以上から選べる。ホタテなど魚介を使ったメニューも多く、飽きがこない　 4 写真の「ブルゴーニュ風エスカルゴのキャセロール」など
手の込んだ料理が並ぶ

アンソロジーで提供さ
れるのは、繊細な味はも
ちろん、見た目も美しい
料理の数々。おすすめは
アラビカコーヒーとトン
カ豆を合わせた地中海
のスズキや、黒トリュフ
で味付けしたホタテの
カネロニなど。青い海を
望めるテラス席での食
事も可能だ

7

【 アンソロジー 】

エクスプローラIとエクスプローラIIの船上で体験できる高級ダイニング「アンソ
ロジー」。総料理長フランク・ガランジェが監修するメニューは、イタリアの伝統的
な地方料理を最高級の地元食材を使ってモダンに表現している。
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朝に晩に足が向かう
フランス料理ダイニング

【 フィルルージュ 】
朝食・夕食を提供するダイニング。朝食はヘルシーな
豆腐料理から、ステーキやラムチョップといったパワ
フルなメニューまで提供。ディナーはフランス料理を
中心に幅広いメニューが並ぶ。メイン料理だけでも
10種類以上とそのチョイスの多さに驚く。



極上肉が
夜を彩る
ステーキハウス

1 ランチで提供される弁当ボックス。和洋
折衷の内容で、重すぎずランチにちょうど
いいサイズ感　 2 サクラでもメニューに
和牛が並ぶ。外国人乗客からも次々とオ
ーダーが入るほど、和牛人気は高い  3 オ
ープンキッチンで活気がある。店内には寿
司カウンターも設置されている

4 スタイリッシュなインテリアのグリルレ
ストラン。こちらもエントランスにオープン
キッチンが設けられており、肉が焼かれて
いる様子が見られる　 5 マッシュしたじ
ゃがいもの上にキャビアがたっぷり載っ
た前菜。この船でキャビアを見かける機
会は多い　 6 熟成肉を含め、欧州各地の
ステーキが味わえるのが特徴。ワインとの
ペアリングも秀逸　 7 デザートには「ゆず
のチーズケーキ 桜風味のラズベリー」も。
船内ではしばしば和食からインスパイア
されたメニューを見た

8

和食とアジア料理が
食べられる安心感！

【サクラ】
ランチ＆ディナーを提供しており、日本人乗客には
安心感があるだろう。ランチでは握り寿司も入った
お弁当も提供、そのまま外のプールデッキで食べる
こともできる。夜は握りやロールなどの寿司メニュ
ーのほか、焼き魚や和牛のグリルなどつまみも充実。

【 マーブル＆Co グリル 】
ディナーのみ営業するグリルレスト
ランで、要予約。ドイツ、フランス、ス
ウェーデンなどヨーロッパ各地の牛
肉も提供する。仔牛肉、豚肉、羊肉、
鶏肉のほか、ロブスターや魚のグリ
ルもメニューに並び、バリエーション
豊富。シックな店内も居心地がいい。
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海の幸たっぷりの
地中海料理が
日本人に合う

1 船の絵画が飾られたイン
テリア。全体的にテーブル
やイスが高くなく、日本人に
はありがたい　 2 鮮やかな
トマトソースとともに提供さ
れたタコのグリル　 3 ワイ
ンのつまみに最適なピンチ
ョスも充実。皆でシェアで
きて、野菜がしっかりとれる
メニューが多い

4 紅茶はカートで運ばれ、好みのティーバッグを選ぶことができる。スイーツも同様にカートで運ばれてくる　 5 アフタヌーン・ティーの会場となるラウンジは、ガラスの天井
や大きな窓に囲まれ、屋外テラスもある　 6 定番のスコーンとクロップド・クリームのほか、レモンケーキやフルーツのタルトなどのミニ・ケーキも。サイズ感もちょうどいい

9

眺望を楽しみながら
優雅な午後を満喫できる

【 アフタヌーン・ティー 】
午後4時になると、エクスプローラ ラウンジはアフタヌーン・ティーの
会場に変身する。ピアノの生演奏の中、スイスに本店を置く紅茶ブラ
ンドchanoyuの各種紅茶やスコーン、日替わりのミニケーキなどが
提供され、眺望とティータイムを楽しむ乗客でにぎわう。
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【 メッドヨットクラブ 】
海や航海をテーマにした地中海、北アフリカ
料理などを提供するダイニング。丸窓があり、
帆船模型なども飾られた船上らしいインテリ
アだ。ランチとディナーを提供、シェア用の小
皿メニューもある。魚介類やパスタなどの日
本人の口にあうメニューが豊富。



もはや

「ビュッ
フェ」

ではない

1 海に面したテーブルがいくつも並ぶ。朝食など混雑する時間も、空きテーブルが見つからないことはない　 2 ハンバーガーはオーダー制。パテはジューシーでバン
ズもふっくら。日本の高級ハンバーガーを彷彿とさせる味だった　 3 日本人にうれしい、寿司コーナー。好みの握りやロールを提供してくれる外国人乗客にも大人気
だった　 4 スイーツは見た目も美しく、味も甘すぎない上品なもの。毎度どれにしようか迷うほど

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
Ⅰ
に
は
11
デ
ッ
キ

に
「
エ
ン
ポ
リ
ウ
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ

イ
ス
」
が
あ
り
、
朝
・
昼
・
晩
と
好
き

な
も
の
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
食
べ
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
位
置
づ
け
だ
が
、

こ
こ
は
一
般
的
な
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
と
は
一

線
を
画
す
。

こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
に
立

つ
ホ
ス
ト
が
、
料
理
を
指
定
す
る
と
お

皿
に
盛
っ
て
く
れ
る
。
自
分
で
お
皿
を

持
つ
わ
ず
ら
わ
し
さ
は
最
小
限
で
、
衛

生
的
で
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
こ

の
ス
タ
イ
ル
を
採
り
入
れ
る
ク
ル
ー
ズ

船
は
増
え
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
人
手

が
な
い
と
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

特
筆
す
べ
き
は
料
理
の
種
類
の
多
さ

と
質
の
高
さ
。
デ
ィ
ナ
ー
で
は
そ
の
場

で
焼
い
て
く
れ
る
グ
リ
ル
コ
ー
ナ
ー
や
、

カ
ニ
や
オ
イ
ス
タ
ー
が
並
ぶ
コ
ー
ナ
ー

も
あ
る
。
焼
き
た
て
ピ
ザ
に
オ
ー
ダ
ー

ご
と
に
作
っ
て
く
れ
る
パ
ス
タ
や
麺
類

に
寿
司
に
…
…
と
日
本
人
に
な
じ
み
の

味
も
。
ス
イ
ー
ツ
も
街
角
の
ケ
ー
キ
屋

さ
ん
か
と
思
う
ほ
ど
美
し
く
並
ぶ
。

だ
か
ら
「
デ
ィ
ナ
ー
は
11
デ
ッ
キ
で

食
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
乗

客
も
。「
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
済
ま
す
」
の

で
は
な
く
、
あ
え
て
「
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に

行
く
」
と
い
う
選
択
肢
に
な
る
場
だ
。

10

1

234

寿司にオイスターに
極上の食が並ぶダイニング

今回の乗船で驚いたのが、オールデイダイニングの質の高さ。
オーダーしてから作る料理も多く、すべてクルーが皿に盛ってくれるシステムは

もはや様々なレストランが一堂に会する、極上の食スペースだ。

【 エンポリウムマーケットプレイス 】



エクスプローラⅠⅠⅠ　概要
総トン数：72,900トン／全長：268メートル
全幅：33メートル／乗客定員：926名

1 料理はすべてそのコーナーを担当するホストがとりわけてくれる。また頼めばお皿もテーブルまで運んでくれる　 2 ディナー時にはオイスターやカニのコーナーも。
クリーミーなカキが洋上で好きなだけ楽しめる贅沢さ！　 3 オールデイダイニングの外のデッキには、オーダーするとクレープを作ってくれるコーナーも。ほかにも
ジェラートやアイスも充実　 4 オーダーしてから作るパスタもこの種類の多さ！　 5 日替わりの麺類に寿司が提供されるのは、日本人には心強いだろう
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　エクスプローラ ジャーニーは現在、船隊を拡大中。2024年9月
には「エクスプローラⅠⅠ」が就航し、さらに2026年夏、3隻目となる 

「エクスプローラⅠⅠⅠ」も運航を開始する。同船はエクスプローラ ジ
ャーニー初のLNG船で、就航シーズンのコースもすでに発売中だ。
　エクスプローラⅠⅠⅠのテーマは「洋上のわが家」。72,900トンと
エクスプローラⅠ、ⅠⅠからサイズサイズアップしているが、客室の数
は463室と微増にとどまる。すなわち、さらにゆとりある空間を実
現する。
　就航シーズンには北欧やアイスランドとグリーンランド、北米東
海岸などをめぐり、2026〜27年の冬期はカリブ海を航行する予
定だ。

2026年夏、
エクスプローラIII就航



エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
テ

ー
マ
で
あ
る「O

cean State of M
ind

（
海
と
の
つ
な
が
り
）」。
そ
れ
は
常
に

海
を
感
じ
な
が
ら
、
心
地
よ
く
ス
ト
レ

ス
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
船
旅
で
し
か
な

し
え
な
い
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
体
験

を
も
た
ら
す
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

旅
が
終
わ
っ
た
い
ま
、
自
分
の
マ
イ
ン

ド
が
心
地
よ
く
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
感
覚

が
あ
る
。

す
で
に
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
Ⅵ
ま
で
の

建
造
が
決
ま
っ
て
い
る
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
。
急
速
に
拡
大
を
し
て

い
る
な
か
、
知
名
度
が
高
ま
り
き
っ
て

い
な
い
今
こ
そ
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
よ
く
乗
船
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
と
は
何
か
」
│
│

最
近
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
る
た
び
に
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
る
。

人
に
よ
っ
て
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
の
定

義
は
異
な
る
だ
ろ
う
。
豪
華
絢
爛
な
世

界
で
、
輝
く
宝
石
に
囲
ま
れ
る
「
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
」
も
存
在
す
る
。

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ 

ジ
ャ
ー
ニ
ー
が
提

案
す
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
は
、
物
質
的

な
豊
か
さ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
寄
港
地

体
験
ツ
ア
ー
で
は
地
元
の
選
り
す
ぐ
ら

れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
名
物
料
理
を
少

し
ず
つ
い
た
だ
く
体
験
が
で
き
た
。
少

人
数
だ
か
ら
こ
そ
な
し
え
た
地
元
と
の

距
離
の
近
さ
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

美
食
の
数
々
、
特
に
同
船
の
ダ
イ
ニ

ン
グ
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」
に
て
陸
に
下

り
ず
し
て
ミ
シ
ュ
ラ
ン
シ
ェ
フ
の
繊
細

な
9
皿
も
の
コ
ー
ス
料
理
を
、
ゆ
っ
た

り
と
楽
し
め
た
こ
と
も
良
き
思
い
出
だ
。

客
室
の
コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
が
う
ま
く
使

え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
ホ
ス
ト
が
す
ぐ
飛

ん
で
き
て
く
れ
た
。
彼
女
が
や
る
と
あ
っ

と
い
う
間
に
で
き
て
、
顔
を
見
合
わ
せ

笑
っ
た
瞬
間
は
い
ま
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

エクスプローラⅠ
ロサンゼルス〜バンクーバー
日程：2024年4月12日〜18日
船名：エクスプローラⅠ

（エクスプローラ ジャーニー）
コース：ロサンゼルス〜サンフランシ
スコ〜アストリア〜ビクトリア〜バ
ンクーバー
総トン数：6万3900トン
乗客定員：922人／乗組員数735人

Explorajourneys.com

取材メモ

物
質
的
な
豊
か
さ
に

と
ど
ま
ら
な
い「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」

そ
こ
に
あ
る
の
は
、人
生
を
豊
か
に
す
る
体
験

1 船内にしつらえられたデコラティブな階段。「MSCベリッシマ」のスワロフスキーの階段をほうふつとさせる　 2 RINAのドルフィン認証を受け、燃料を採用し、
環境にも配慮した「エクスプローラⅠ」。この後、第6船までデビュー予定で、コースの選択肢も増えるだろう。日本に来航する日もくるかもしれない　 3 広 と々した船首の
デッキ。近年眺望を楽しめる広いラウンジが全体的に減っている中、こうしたクルーズ船らしい空間は貴重だ
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